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＜連絡事項＞

· 12/16（木）実地指導あり。通所カルテ・外来カルテの確認を行なう事。本日、最終指導あり。

· 12/23（木）青明舎もちつき大会の参加について検討。

参加希望者：約20名（時間帯に分かれて、メンバー2～3名につきスタッフ1名が付き添う）

※歩行状態・嚥下状態に不安があるメンバーを分散させ、看護スタッフ中心に付添いを選出。

＜業務改善＞

○プログラム

· 本日までに1月分のプログラムテキスト提出すること。

· プログラムの枠組みについて時間を設けて検討していく。（明日16：30～）

○環境整備

· ジャグジーのフィルター掃除について

⇒2～3ヶ月に1回必要（祝日に必ず行なっていく）

· 煤煙濃度計のフィルター（ボイラーのガラス板）の交換について

⇒半年に1回交換が必要（床暖房調整の時期に、修理伝票を発注する。機械室にメモを貼る）

· トイレや玄関の消臭の為に、うみねこ幸房よりコーヒー豆のカスを貰う。

○新書式検討

· カルテ新書式について、利用開始から退所までの流れで使用する書式の時期を明確にした上で作成する。12/20までに提出予定。

＜デイケア事例検討＞

上川原　豊様（49）男性　　主病名：統合失調症

利用開始日：平成20年2月18日（2年9ヶ月）

治療計画　①月1回の面談を通して生活状況の確認を行なっていく。

　　　　　②デイケア通所の目的を確認し、他科受診や私用は出来るだけデイケア終了後か休日にいくように伝える。

　　　　　③自分の健康面について知り、体重減少に繋げることが出来るように話し合っていく。

検討内容　治療計画の見直し

1 について　⇒治療計画継続

· 生活状況の確認、月1回の面談は自身を振り返ることで必要。

2 について　⇒治療計画継続

· 私用や腰痛などの不調を訴え、利用率が70％に低下。利用日を減らしたいのであれば担当医に相談するように説明するが、自分からは話を持ちかけることはなく、半年経過した最近になって提案している。担当医からは、デイケアスタッフと相談して利用日を設定するように許可を得ている。

· 本人の生活は安定しており、利用日を減らすことで生活上に大きな問題が出る可能性は低いと考えられる。週3～4回を目安にし、本人希望とすり合わせを行っていく。

· 利用日変更については、本人「まだいい」としぶっている様子あり。今年中に具体的なことを決め、1月より利用日を変更していく予定。

3 について　⇒治療計画中止

· 体重65kgで安定。BMI　25を超えているが、血液検査に異常はなく合併症もない。担当医には減量を促されているが、自身のことを「筋肉質だから」と捉えており、減量の意思はない。

· 腰痛や膝の痛みを訴えているが、体重の影響よりも筋力低下が原因と考えられる。

◎新規プラン作成『自分の意志を自分の言葉で表現できるように促していく』

· 本人、自分の考えを言語化するのが苦手な様子。欠席の連絡をする際も「用事があるんだけど…」と確信には触れないような表現をしており、スタッフが促す事によってようやく自分の意志を伝えている。

⇒本人に治療・関わりの目的を明確にした上で介入していく。

＜利用者情報＞

澤口　直美　様～昼食後、頭痛と嘔気、寒気訴えあり。体温36.8℃（平熱35℃台）。午前中に入浴利用されているが、髪をきちんと乾かしており、保温もしている。静養室で休んでいたが、休んでいられないとのことで、早めに帰宅することとしている。

駒木　洋士　様～昼食後薬を自宅に忘れている。一度自宅に戻って取ってくるように説明するが、「早く帰っちゃだめなの？」としぶっている様子あり。再三の促しで内服を取りに戻っている。また、腰痛がひどいとのことで、足を引きずるようにして歩いている様子みられている。
本多　富美　様～今朝、外来受診の為遅れると連絡があったが、定時になっても来所せず、外来にも顔を見せていない状態。再三、自宅に電話連絡をすると母親様が対応しており、「朝から休みたいと言っていた」との情報あり。本人に電話を変わって頂くと、ぼんやりとした声で「用事が出来たので」「明日行きます」を繰り返し、疎通不良さあり。母親様に変わるように促すが、理解できない様子の為、電話をかけ直し、母親様と会話。「朝ダウンジャケットを着て震えていた。」「夜眠れなかったみたい」と母親様は話されている。また、酒臭さはなかったが外出先で飲酒している様子があること、本人の部屋に薬包が６包あったため怠薬しているのではないかということ、本日は交際相手の母親と本人の母親とで話をする予定だったことが不眠の原因ではないかとの情報あり。本日は、母親様が代理受診し内服を受け取るとのこと。
田向　玲美　様～昨日午後から交際相手と連絡が取れないと訴え、夜間帯に２度に渡り通所に電話連絡ある。本日来所した後も同様のことを繰り返し訴えている。「彼氏が、お金が無いから月１回しか会えないって言う。付き合っているって言えるの？」と話す為、本人にとって交際とは何かと確認すると、「遊んでエッチすること」と話されている。交際相手との距離感についても「わからない」と話すため、自分でよく振り返ってみるように説明している。
田中　正士　様～昨日、一睡もしていないと青風荘から情報提供あり。プログラム中は居眠りすることはないが、余暇時間はテーブルに伏して眠っている様子みられている。また、足元をひっかけて歩いている様子見られているため、転倒に注意し見守りを行っていく。
上久保　善郎様～男性トイレの便座に鮮血のしぶきが飛んでいることあり。本人の物とは断定はできないが、来所時に確認していく。

＜外来情報＞

四戸　冷子　様～本日、採血・尿検査施行。収縮期血圧が160㎜Hgと高値の為、今後、デイナイトケアか青風荘で毎日血圧を測り、外来時に見せるよう指示あり。

番沢　政勝　様～幻聴がひどいと訴えあり、エスタゾラム１錠増薬している。

秋山　和子　様～風邪気味の為、漢方薬を続けて処方してもらいたいと希望あり、処方している。

溝越　キク　様～内服は忘れずに飲んでいるとのこと。体重64.4㎏と減量出来ている。

其田　淑子　様～日中の眠気が強く、声かけにも起きることが出来ないと通所より情報あり、内服調整している。

高橋　幸雄　様～夜食にピザを食べているとのことで、体重増加の原因になること説明している。体重は１㎏増加。
平　　京子　様～一人暮らしでは自分で料理をしており、本日はシチューを作るとのこと。

淡路　智恵子様～理由もなくイライラすることあり、スタッフに謝っていると話されている。青明舎やデイケアの行事には参加するとのこと。

青木　紀子　様～夜間眠れず、朝起床出来ないとのこと。12/29～1/3で外泊予定の為、外泊後に内服調整を行う予定。

東海林　康之様～採血、尿検査施行。

村上　元道　様～仕事がきつく、夜間眠れないとのこと。担当医より、煙草は興奮作用がある為、就床前の喫煙は控えるように説明。不眠時の頓用薬は、1：00までなら2回まで服用しても可との説明あり。
繁名　和恵　様～幻聴訴えあり、身体的に疲労感がある時に幻聴が強くなるとのこと。内服は変更せずに様子観察。ハロマンス筋肉注射実施。
高柳　和子　様～気分が冴えない時に不安感が強くなるとのこと。内服変更は無し。

大久保　康弘様～訪問看護スタッフから、「環境が変わることでの病状の変化を知りたい」と言われたと担当医に相談している。

本多　富美　様～母親様が代理受診している。昨日までは特に問題はなかったが、本日になって不調を訴えているとのこと。内服を以前の物に戻した状態で１週間処方している。
